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１． はじめに 

近年，インターネット上の情報の量はますます増加し，

何かの情報を探すためにインターネットを用いる人も多く，

検索エンジンは情報を探すために必要不可欠なツールとな

っている．このような検索エンジンはユーザが入力したク

エリに適合するページ群を取得した後，ユーザにとって

“良い”と思われる順番に並べ替えて結果を提示する． 

Web ページの“良さ”はこれまで様々な観点から評価され

てきたが，昨今最もよく用いられているアプローチはペー

ジ間のリンク関係に着目したものである．代表的なアルゴ

リズムである PageRank[3]や HITS[4]はリンクをリンク先ペ

ージへの支持と見なし，「多くのページからリンクされて

いるページほど良い」という考えに基づいている．これら

の手法は，ページの“良さ”を社会的な支持度という観点

から評価したものであり，商用的にも一定の成功を収めて

いる．しかし，全 Web ページを対象としてよく機能する

これらの手法が，ある特定のカテゴリに属するページのみ

を対象にしてページの“良さ”を測る場合に，必ずしも適

しているとは限らない． 

本研究では，イベント情報について考える．イベント情

報とは属性として時間と場所を持つ情報のことで，例えば，

「関ヶ原の戦い」は“1600 年”という時間的情報と“関ヶ

原で起きた”という地理的情報を持つイベント情報である．

本研究では，イベント情報の“良さ”を表す観点として

“一般性”と“専門性”の 2 つについて考える．そして，

イベント情報として特に日本史上の出来事を扱い，それに

対応する Wikipedia 記事の他の記事とのリンク関係と時空

間情報，特に時間的な情報から，一般性及び専門性の高い

イベント情報の発見手法を提案する． 

2 ． 日本史上のイベント情報 

日本史上のイベント情報を表すために，Wikipedia の日

本史に関連する記事を用いる．Wikipedia の日本史記事の

中には，1 つの記事で複数の歴史イベントを含む場合があ

るが，あくまでも Wikipedia の 1 つの記事で 1 つの日本史

上のイベントを表すものとして扱う．以後，簡単のために

Wikipedia の記事とそれが表す日本史イベントのことをま

とめてイベント情報と呼び，イベント情報のリンクとは対

応する Wikipedia 記事に対するリンクのことを表すとする．  

ここで，日本史イベントとして採用した Wikipedia 記事

には，日本の歴史上の事件や出来事などの，いわゆるイベ

ントを表す物だけでなく，歴史上の登場人物や，歴史上の

物，概念なども含まれている． 

 

本研究では，イベント情報の時間的情報を用いて一般性，

専門性の評価を行う．そこで，日本史を 16 個の主要な時

代に区分し，それぞれのイベント情報をこれらの内の 1 つ

に割り当てている． 

これらイベント情報及びリンク関係と，16 個の時代区分

についての詳しい説明は 4 節で述べる． 

3 ． イベント情報の一般性と専門性 

3.1 概要 

本研究では，日本史上のイベント情報に対し，一般性と

専門性という 2 つの観点に基づく評価を行う．本節ではど

のようなイベント情報の一般性が高い・低い，また専門性

が高い・低いと言えるのかについての本研究における態度

を説明する． 

歴史的な出来事について，“有名さ”や“重要さ”を考

えることができる．ここで言う有名さとは，その出来事が

広く一般的に知られている度合いのことを指し，重要さと

はその出来事が日本の歴史に与えた影響の度合いを指すと

する．例えば「関ヶ原の戦い」は広く知られているだけで

なく，後に 300 年続く江戸時代の幕開けとなった出来事で

あるということから，有名かつ重要な出来事であると言え

る．本稿では，イベント情報に対して有名さと重要さは，

それぞれ独立に考えることができるものとする．本研究で

は，このような有名さ及び重要さの観点を用いて，イベン

ト情報の一般性及び専門性を次のように考える．（図１） 

 

 重要であるかに依らず，有名なイベント情報は一般

性が高い． 

 重要であるが，あまり知られていないようなイベン

ト情報は専門性が高い． 

E-06 

†京都大学大学院 情報学研究科 社会情報学専攻 

‡北海道大学大学院 情報科学研究科 複合情報学専攻 



 

 

(1) 

3.2 イベント情報の一般性 

本研究では，イベント情報の一般性を，その出来事の有

名さ，すなわち広く知られている度合いとして考える．有

名なイベント情報の特徴として，Web 上にその出来事につ

いての記事が多い，Wikipedia 上で多くの記事からリンク

されている，などが考えられる． 

本研究では一般性を測るための指標としてイベント情報

の Wikipedia 中での被リンク数，PageRank 及び HITS を候

補として用いる．これらの手法は，リンク関係をリンク先

への支持であると見なすものであり，有名な出来事である

ほど，多くの被リンクを持っているという予測に基づいて

いる．  

3.3 イベント情報の専門性 

3.3.1 概要 

本研究では，重要だが有名でないようなイベント情報を

専門性が高いとみなす．本節ではまず，どのようなイベン

ト情報が重要と考えられるか説明し，次にそのような性質

を満たすようなイベント情報があったときに，どのように

して重要なイベント情報を発見するかを説明する．そして，

得られた重要なイベント情報の中から，専門的なイベント

情報を選別する方法について説明する． 

3.3.2 イベント情報の重要さ 

歴史的な出来事の重要さを測る観点はさまざまなものが

考えられるが，3 節で述べた様に，本研究ではその出来事

が歴史に与えた影響の大きさであると考える．つまり，多

くの出来事が生じる原因となった出来事や，多くの出来事

の結果として生じた出来事が，歴史的に重要であると考え

られる． 

3.3.3 重要なページの発見手法 

このような出来事間の因果関係を発見するために

Wikipedia ページ間のリンクに着目する．あるページから

あるページへのリンクが存在した場合，それら 2 つのペー

ジが表す歴史上の出来事の間に何かしらの関係性があると

見なすことができる．従って，多くのページにリンクされ

ているようなページは，歴史的に重要である傾向が強いと

考えられるが，一般にイベント情報間のリンクには，因果

関係だけでなく，様々な意味合いがあると考えられ，特に

同時代のイベント情報間ではリンクが貼られることが多い

傾向があるため，単純なリンク数でそのイベント情報の重

要さを測ることはできない． 

そこで，本研究では，時代を超えたリンク関係，特に時

代を超えた被リンクに着目する．これは，同じ時代の出来

事に対してリンクがあるのは珍しいことではないが，異な

る時代区分の イベント情報にわざわざリンクがあるという

ことは，それらの間には何かしらの重要な関係があるので

はないか，という考えに基づいている． 

ここで，あるイベント情報 e とは異なる時代区分に属す

るイベント情報集合を  
 ，同じ時代区分に属するイベン

ト情報集合を  
 とする．また，イベント情報集合 W の要

素のうち，e へのリンクを持っているものの数を LF(e, W)

と表現すると，次の条件式を満たす場合にイベント情報 e

へのリンクを持つ記事が他の時代区分に偏って存在してい

ると言うことができる． 

 

       
  

       
  

 
        

   

        
   

 

イベント情報 e がこの条件式を満たすとき，さらにその偏

りが統計的に有意なものであるかを検証するため，「ある

イベント情報がある時代区分に含まれるかどうかと，その

イベント情報に e へのリンクが出現するかどうかは互いに

独立である」という帰無仮説に対して  独立性検定を行う．

この場合  検定量は自由度 1 の  分布に従う．全てのイベ

ント情報について  検定量を計算し，有意水準 で棄却さ

れたものを重要なイベント情報として検出する．本論文で

は      として実験を行った． 

3.3.4 専門的なイベント情報の発見手法 

上記の結果，得られた重要なイベント情報が，専門的な

イベント情報の候補となる． 3.1 節で述べたように，本研

究では専門的なイベント情報とは，重要であるが，有名で

ないようなイベント情報のことである．そこで，3.3 節で

用いたイベント情報の一般性の尺度を用いて，候補語の中

から一般性の低いイベント情報を抽出し，これを持って専

門的なイベント情報とする． 

4 ． 実験 

4.1 Wikipedia 上の日本史記事について 

ここでは，実験において用いた Wikipedia 記事とそれぞ

れの時代区分，そしてそれらの間のリンク構造について説

明する． 

Wikipedia の中から日本史の記事を取得するために，

Wikipedia の「日本の各時代のカテゴリ」とそのサブカテ

ゴリを取得し，それらのカテゴリに属するページを日本史

上の記事として採用した． 

日本史の時代区分としては「日本の歴史」の記事を参考

に 16 個の時代に分けた．上記の Wikipedia 記事をこの 16

個の時代区分に割り当て，これを持ってイベント情報の時

間詳細度情報として扱っている．記事の中には，複数の時

代に該当する物もある．そのような場合，より適当である

と考えられるものを 1 つ選択し対処している．どれか 1 つ

の時代に区分することが不適当と考えられるような場合，

本研究においては，イベント情報ではないとした．例えば，

「京都」という記事には様々な時代に関する歴史的記述が

あるが，その性質上どれか 1 つの時代に割り当てることが

不適当であると判断し，イベント情報の中から取り除かれ

ている．各時代区分と，Wikipedia 記事の数の関係は表 1

のようになった． 

本研究では，リンク関係を用いてイベント情報の一般性

及び専門性を考えるが，特に専門的なイベント情報を考え

る際には，リンク関係の中でも異なる時代区分に属する記

事間のリンク関係に着目している．抽出された記事間のリ

ンク数及びそれらの内で同時代の記事を結ぶリンクと，異

なる時代を結ぶリンクの数を表 2 に示す． 

 

4.2 一般性発見 

被リンク数，PageRank，HITS を用いて一般性の評価を

行う．ここで，被リンク数にはイベント情報の記事からの

リンクのみを数え，Wikipedia 上のその他の記事からのリ
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ンクは数えていない．また，PageRank はイベント情報記事

全体に対して行った値であり，HITS は各時代毎に記事を

絞った上で，それらの記事間のリンク関係のみを用いて計

算を行った．この時，明治時代に区分されるイベント情報

について，各々の評価尺度で並べ替えた結果，表 3 のよう

になった． 

 他の 15 の各時代区分についても同様のランキングを作

成することができる．それらを考慮した結果，主観的に

PageRank による評価が最もイベント情報の一般性を評価す

る上で適していると判断した．まず，被リンク数に関して

は下位に行くほど多くのページが同数の被リンクを持って

おり，それらのページ間に差がほとんどなくなってしまう

ことが問題点として挙げられる．3.4.3 節で述べたように，

提案手法において，専門的なページを抽出する際に重要な

イベント情報の中から一般性評価の低いものを選ぶ．その

ため，下位のイベント情報間の差が専門的なイベント情報

を抽出する際に重要な要素となる．故に，被リンク数に基

づく一般性評価は適していないと考えられる．また，HITS

アルゴリズムから求まる Auth 値と Hub 値は時代区分毎に

上位に来るイベント情報の性質が大きく異なるような印象

を受けた．また，これらの値はカテゴリ依存で求まるもの

であるため，候補となるイベント情報の属する時代区分が

異なると，一般性を用いて互いに比較することができなく

なるという問題がある．以上のことから PageRank を用い

て一般性を評価することが，今回考えた 4 つの指標の中で

は，最も優れていると考えられる． 

4.3 専門性発見 

時代区分を持つイベント情報 10607 個に対して式（1）

と表 2 のリンク数から 

 

       
  

       
  

 
     

      
 

を満たすイベント情報 e に対して，有意水準      で  

検定を行った．その結果「原爆ドーム」「大化の改新」

「関ヶ原の戦い」などを含む 78 個のイベント情報が他の

時代からのリンク数が有意に多いと検定された．これらが

本手法によって発見された重要イベント情報であり，また

専門的なイベント情報の候補である． 

 次に，求められた候補を PageRank 値の低い順に並べ替

える．その結果を得られた専門的イベント情報の内，上位

10 件を表 4 に示す． 



 

 

5 ． 関連研究 

中谷ら[5]は Wikipedia 上の記事と，それにリンクしてい

る記事集合のカテゴリ情報から，ある単語の専門性を評価

する手法を提案している．これは，ある 1 つの分野の記事

から有意に多くリンクされているような記事を，その分野

の専門語や業界語として抽出する．本研究におけるイベン

ト情報の重要性発見手法は，中谷らの手法の拡張となって

いる．Haveliwala[2]の提案した Topic-Sensitive PageRank は

特定のトピックに偏った PageRank ベクトルを作り，それ

らを個人のプロファイルに応じて組み合わせることで，パ

ーソナライズされた PageRank ベクトルを作るものである．

歴史コンテンツというトピックに応じたランキングを考え

るという点において，本研究と似ている点があり，今後参

考にしたいと考えている．Gyongyi[1]らの TrustRank はス

パムページのリンク特性を用いてスパムページを検出する

手法である．本研究においても，同様にイベント情報間の

リンク特性を上手く利用することで，専門的なイベント情

報などを効率良く検出することが可能になるのではないか

と考えている． 

6 ． まとめ 

本論文では Wikipedia の日本史コンテンツのリンク構造

と，時間情報を用いた，イベント情報の一般性・専門性評

価手法の提案を行った．提案手法では，まず，PageRank ア

ルゴリズムを用いて，イベント情報の一般性の評価を行う．

次に，各イベント情報が他の時代からリンクされている度

合いを考えることで，他の時代に大きな影響を与えた重要

なイベント情報を抽出する．抽出された重要イベントを一

般性によって並べ替え，一般性は低いが重要なイベント情

報を抽出することで，専門的なイベント情報を発見する． 

実験では，一般性の評価手法として PageRank アルゴリ

ズムが妥当であろうという結論を導いたが，定量的な評価

法を考える必要がある．また，イベント情報の重要性，専

門性の評価も行っていきたい． 

今回は，日本史上のイベント情報の時間的情報を大きく

16 段階で捉え，時代を超えたリンク関係に着目することで

歴史的に重要なイベント情報を発見し，そこから専門的な

イベント情報を抽出するというアプローチを取った．時代

を超えたリンクには過去から未来と未来から過去への 2 方

向を考えることができるが，本稿ではそれらを区別せずに

用いている．今後は，このようなリンクの時間的方向を用

いていきたいと考えている．また，イベント情報は地理的

な情報も含まれており，本稿では考慮されていない．今後

はイベント情報の地理的情報も交えた手法を考えていきた

い． 
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